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子供の学びを支援する５つの提言 

～自立した学習者の育成を目指して～ 
宮城県教育委員会 

 

  「学力向上に向けた５つの提言」は，平成２５年１０月に開催された学力向上を図るための緊急会議

において，各学校のすべての先生方にすぐに取り組んでもらいたい事項としてまとめられました。教育

の不易の部分を多く含んだ提言は，平成２５年に示されて以来，宮城の教育のより所として大きな役割

を果たしてきました。 

社会の在り方が劇的に変わる中で，子供たちが未来の創り手となるために必要な資質・能力を確実

に身に付けるためには，生涯にわたって能動的に学び続ける自立した学習者となることが必要です。 

このたび，県教育委員会では「学力向上に向けた５つの提言」の不易の部分に，「個別最適な学び」，

「協働的な学び」，「ICT の活用」などの視点を加え，「子供の学びを支援する５つの提言」として新た

にまとめました。各学校において，実践化に努めるようお願いいたします。 

 

 

１ 子供の声を受け止め，適切な支援をすることで，安全・安心に学べる環境を 

つくりましょう 

安全・安心な居場所は，子供が充実した生活を送るための土台となります。子供の声を受け止め，

個に応じた適切な支援をすることで，教師と子供，子供同士の良好な人間関係づくりに努めるなど，

安全・安心に学べる環境をつくりましょう。 

 

２ 子供をほめること，認めることで，やり抜く力を育てましょう 
子供をほめるときには，子供が努力したことを具体的にほめることが大切です。努力を認めること

で，更なる意欲を引き出し，難しいことにも挑戦しようとする気持ちや，目標に向かって努力し続け

る気持ちを育てましょう。 

 

３ 子供が様々な学び方を知り，主体的に学習ができるように支援することで， 

学びに向かう力を育てましょう 
子供が様々な学び方を知り，経験することで，見通しを持って学習に取り組んだり，学びを自己調

整したりすることができるようになります。子供自身が学びの計画を立て，自由な発想で ICTを活用

できるようにするなど，自立した学習者として学び続けられるように支援し，学びに向かう力を育て

ましょう。 

 

４ 自分の考えを発表したり，交流したりする活動を充実させることで，深い学びに

つなげましょう 
自分の考えを発表したり，交流したりすることで，一人一人のよい点や可能性が生かされ，異なる

考え方が組み合わさり，子供の学びが豊かになります。子供が習得・活用・探究という学びの過程で，

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ，深い学びができるように支援しましょう。 

 

５ 家庭学習の質的向上を図るとともに，読書の時間を増やす働き掛けをしましょう 
起床時刻，学習を始める時刻，就寝時刻を定めるなど，生活リズムを整えながら家庭学習の時間を

確保するとともに，子供自身が課題を設定したり，ICT を効果的に活用したりするなど，家庭学習の

質を高められるように働き掛けましょう。また，家庭や学校で読書の時間を設定するなど，子供が読

書に親しむ機会の充実を図りましょう。 


